
101 

 

第６章 産業廃棄物に関する意識調査の結果(処理業者対象) 

「産業廃棄物実態調査」に併せて行った、廃棄物処理業者等に対する産業廃棄物に関す

る意識調査の結果概要を次に記す。  

第１節 調査概要  

設問は、下記の５項目について調査した。  

1. 今後の廃棄物処理事業について  

2. 産業廃棄物の適正処理に係る取組  

3. 災害、事故等に備えた措置  

4. 三重県の廃棄物関連施策  

※調査に関する注意事項  

調査項目によっては複数選択可能な設問もあり、割合の合計が 100％を超える場合

がある。  

また、単一選択項目でも四捨五入の関係より 100％を超えることもある。  

 

第２節 意識調査回答の概要  

本調査は発送数が 238 通、回答数が 136 通、有効回答数が 136 通、回答率は 57.1%とな

っている。  

 

 

第３節 意識調査の集計結果  

１ 今後の廃棄物処理事業 

（１）取組の方向 

 

＜総合＞  

・もっとも多く取り組まれている事項は「優良認定取得や電子マニフェストなど適正処理

の取組を進める」で 65％となっている。  

・「実施を検討中」が最も多い事項は「災害に強い処理体制をつくる」が 39％となってい

る。  

２－（１） 貴社における廃棄物処理事業の取組実施状況について、以下の項目のうち、

それぞれあてはまるものに○を付けてください。  
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＜処理施設＞ 

・もっとも多く取り組まれている事項は「バイオマス系（堆肥化、飼料化、木質バイオマ

ス燃料化等）の施設整備を進める」で 25％となっている。  

・「実施を検討中」が最も多い事項は「環境に配慮した高度な処理施設を整備する」が 21％

となっている。  

 

 

  

65%

25%

37%

27%

21%

39%

28%

33%

14%

33%

31%

37%

3%

4%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

優良認定取得や電子マニフェスト

など適正処理の取組を進める

災害に強い処理体制をつくる

カーボンニュートラル等、

環境関連の取組を進める

社内のDX推進を進める

実施中 実施を検討中 未実施 無回答

15%

25%

15%

11%

18%

12%

7%

19%

7%

21%

67%

63%

61%

76%

57%

6%

4%

5%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プラスチックの再生利用の

ための施設整備を進める

バイオマス系（堆肥化、飼料化、木質バイ

オマス燃料化等）の施設整備を進める

上記以外の再生利用のための

施設整備を進める

発電・熱回収を行う施設の整備を進める

環境に配慮した高度な処理施設を整備する

実施中 実施を検討中 未実施 無回答
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＜情報公開＞ 

・もっとも多く取り組まれている事項は「カーボンニュートラル等、環境関連の取組内容

を公表する」で 19％となっている。  

・「実施を検討中」でも「カーボンニュートラル等、環境関連の取組内容を公表する」が

19％で最も高くなっている。  

 

 

 

＜運搬＞ 

・多く取り組まれている事項は「運搬頻度やルートの最適化による環境負荷の低減」で 47％

となっている。  

・「実施を検討中」では「環境性能の高い運搬車両の導入」が 21％となっている。  

 

 

 

 

  

19%

16%

5%

19%

18%

8%

56%

62%

80%

5%

4%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カーボンニュートラル等、環境関連の取組

内容を公表する

マテリアルリサイクル等、高度なリサイク

ルの取組内容を公表する

発電・熱回収の取組状況を公表する

実施中 実施を検討中 未実施 無回答

34%

47%

21%

20%

41%

30%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境性能の高い運搬車両の導入

運搬頻度やルートの最適化

による環境負荷の低減

実施中 実施を検討中 未実施 無回答
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（２）廃棄物処理施設の新増設 

・廃棄物処理施設の新設・増設予定があるのは 30％となっている。  

 

・新増設を計画している施設の種類は「バイオマス系（堆肥化、飼料化、木質バイオマス

燃料化等）の施設」が最も高く 39％、次いで「上記以外の再生利用のための施設」が 37％

となっている。  

 

 

 

 

  

30% 70%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新設・増設の予定あり 無回答

27%

39%

37%

7%

15%

5%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

プラスチックの再生利用のための施設

バイオマス系（堆肥化、飼料化、木質バイ

オマス燃料化等）の施設

上記以外の再生利用のための施設

発電・熱回収を推進する施設

環境に配慮した高度な処理施設

焼却施設

安定型最終処分場

管理型最終処分場

その他

２－（２） 今後１０年程度の間に、廃棄物処理施設の新増設を行う計画がある場合は、

該当する項目に○を付けてください。  
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２ 産業廃棄物の適正処理に係る取組 

（１）優良産業廃棄物処理業者認定に関する取組 

＜優良産業廃棄物処理業者認定＞ 

・「現在、優良認定を受けている」が 19％となっており、「現在、優良認定を受けてい

ない」が 61％となっている。  

 

・「今後、引き続き(もしくは新たに)優良認定を受ける予定」が 26％となっており、

「今後、優良認定を受ける(もしくは継続する)予定はない」が 40％となっている。  

 

＜受けていない、受ける予定はない理由＞ 

・優良認定を受けていない又は受ける予定はない理由として「認定基準に適合していな

い、または困難」が 20％で最も高くなっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19% 61% 19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、優良認定を受けている 現在、優良認定を受けていない 無回答

26% 40% 34%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後、引き続き（もしくは新たに）

優良認定を受ける予定

今後、優良認定を受ける

（もしくは継続する）予定はない

無回答

２－（１） 優良産業廃棄物処理業者認定に関して、現在と今後の取組について、あて

はまるものに○を付けてください。  

12%

2%

20%

13%

4%

1%

5%

0% 10% 20% 30%

優良認定を受けるメリットがない

優良認定の手続きが面倒である

認定基準に適合していない、または困難

排出事業者からのニーズがない

申請するタイミングがなかった

制度自体を知らなかった

その他
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（２）電子マニフェストの利用 

＜電子マニフェストシステムへの加入状況＞  

・現在、電子マニフェストに加入している事業者は概ね 8 割を超えている。  

 

＜利用のメリット＞  

・電子マニフェスト加入へのメリットとして、「産業廃棄物の適正処理を確保できる」、

「産業廃棄物処理の管理が容易にできる」、「事務の効率化が図れる」の項目でそう思

う割合が高く 6 割を超えている。  

 

 

＜加入していない、使用していない理由＞  

・一方、加入していない理由では、「契約している排出者や収集運搬業者が利用して  

いない」、「利用するために人員を確保する必要がある」の項目が最も高く 50％となっ

ている。  

87% 3% 7% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入している 加入しているが使用していない 加入を検討している 未加入 無回答

63%

65%

62%

44%

38%

5%

21%

26%

29%

26%

37%

19%

13%

9%

8%

26%

21%

32%

3%

1%

1%

3%

3%

36%

1%

2%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産業廃棄物の適正処理を確保できる

産業廃棄物処理の管理が容易にできる

事務の効率化が図れる

コストが削減できる

使い勝手が良い

あまりメリットを感じない

そう思う やや思う あまり思わない 思わない 無回答

２－（２） 県では、産業廃棄物の適正処理を確保するため、電子マニフェストの普及

促進を図っているところですが、貴事業所における電子マニフェストの加入状況など

をお教えください。  
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３ 災害、事故等に備えた措置 

・災害、事故等に備えた措置で現在取り組んでいる項目は「廃棄物が飛散・流出しないよ

うな防止策の検討・実施」が 8 割を超える高い割合となっている。  

・今後取り組む予定の項目は、「廃棄物処理施設を含む事業所全体の防災対策の検討・実

施」で 4 割を超える割合となっている。  

 

  

0%

7%

50%

21%

21%

50%

14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

電子マニフェスト制度を知らなかった

操作が面倒、または操作がわからない

契約している排出者や収集運搬業者が

利用していない

利用するメリットを感じない

コストがかかる

利用するために人員を確保する必要がある

その他

82%

36%

62%

47%

13%

36%

27%

41%

4%

23%

7%

9%

1%

5%

3%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

廃棄物が飛散・流出しないような

防止策の検討・実施

BCP等、不測の事態に備えた

計画やマニュアルの策定

社員の防災訓練や教育などの実施

廃棄物処理施設を含む事業所全体の

防災対策の検討・実施

取り組んでいる 今後取り組む予定 取り組んでいない 無回答

４ 現状の取組内容と今後の取組方向について該当する事項に、あてはまる全てに○

を付け、その他の措置がある場合は具体的に記載して下さい。  
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４ 三重県の廃棄物関連施策 

（１）県が行うべき廃棄物施策 

・県が行うべき廃棄物施策で「重要である」と思う項目で最も高いのは「産業廃棄物の発

生抑制やリサイクル技術の開発に対する補助金の拡充」で 64％となっており、次いで

「不適正処理、不法投棄に対する監視強化」が 63％となっている。  

・「やや重要である」と思う項目で最も高いのは「県内で発生している産業廃棄物に対す

るリサイクル技術の研究開発、または県内企業との共同研究」で 55％となっている。  

 

 

 

64%

47%

33%

35%

46%

38%

49%

42%

31%

63%

40%

33%

24%

23%

44%

25%

32%

47%

46%

33%

41%

37%

41%

51%

27%

41%

41%

51%

55%

36%

2%

13%

11%

9%

13%

11%

4%

7%

9%

4%

9%

16%

16%

12%

12%

9%

7%

9%

10%

8%

10%

10%

10%

9%

6%

10%

10%

9%

10%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産業廃棄物の発生抑制やリサイクル技術の

開発に対する補助金の拡充

許可申請、届出等の電子化対応

セミナー等による情報提供

環境に配慮した高度な処理施設の整備促進

県内の産業廃棄物処理業者におけるリサイクルや

熱回収を行う施設整備等に対する支援

焼却施設や最終処分場の周辺を住み良く整備する事業

災害に強い産業廃棄物処理施設の体制整備

優良な産業廃棄物処理業者の育成

廃棄物処理業者への立入による必要な指導

不適正処理、不法投棄に対する監視強化

カーボンニュートラル等、環境関連の取組への支援

廃棄物処理に係るDX推進への支援

企業の産業廃棄物の発生や処理について、インターネットで

情報を交換できるような環境整備

県内で発生している産業廃棄物に対するリサイクル技術の

研究開発、または県内企業との共同研究

再生資源の購入費用に対する補助金

重要である やや重要である あまり重要ではない 無回答

５－（１） 今後、県が行うべき廃棄物施策と思われる施策は何ですか。各項目ごとに、

それぞれ県が実施する必要性としてあてはまるものに○を付けてください。  


